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Research Abstract

ヘモグロビンの協同性は酸素結合型(R)から脱酸素型(T)への2つの蛋⽩質の構造転移により、その活性中⼼のヘム鉄の酸素親和性が変わることによると考えられている。本研究ではどのよ
うな蛋⽩質の構造変化がヘム鉄に直接影響を与えるのかについて、特に蛋⽩質の変化を近紫外円⼆⾊性(CD)および紫外共鳴ラマン散乱(UVRR)により追求した。蛋⽩質のどの部分がその
構造転移の鍵をにぎっているかを明らかにするために、以下の3点について主としてヘモグロビンの変異体を⽤いて研究を⾏った。 
(1)紫外共鳴ラマン散乱によるヘモグロビンの四次構造変化に関与するチロシン残基の同定:今回はα1β2サブユニット界⾯に存在するTyr残基、α140、β35およびβ145Tyrの寄与をそれら
の変異体を⽤いて調べたところ、α140Tyrは波数シフトと強度変化の両⽅に、β145Tyrは強度変化に関与したが、β35Tyrには変化がなかった。この成果はBiochemistryに発表した。 
(2)近紫外CDにおけるT-stateマーカーバンドの由来:DeoxyHbにのみ⾒られる287nmの負のCDバンドはT-stateマーカーとして知られている。このCDバンドがどのアミノ酸残基に由来す
るのかについて追求した。ここではHb Hirose(β37Trp->Ser)とHb Rouen(α140Tyr->His)の2つの変異体を⽤いて調べた結果、α140Tyrは30%、β37Trpの寄与は26%であった。この
成果はポーランドで開かれた第7回CDに関する国際学会(平成11年8⽉25-29⽇)にて発表し、Chirarityに投稿して平成12年1⽉27⽇付で受理され、現在印刷中である。
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